
令和８年度学校教育目標

「ふるさとに誇りをもち 仲間とともに 夢に向かって自ら学び行動する児童の育成」
～チーム阿蘇小で育む きらっと輝く阿蘇の子ども～

２学期もよろしくお願いします！
８月２８日（金）、２学期の始業式がありました。１学期

の終業式の時に子供たちと約束したとおり、休み中は大きな
事故・けが等の報告もなく、児童の元気そうな笑顔を見るこ
とができ、安心しました。また、児童の話や様子から、各家
庭でとても良い時間が過ごせたのだろうなあと感じることが
できました。始業式では、「２学期頑張りたいこと」として
４年生２名の発表もありました。
２学期は、様々な学校・学年行事がたくさんあります。そ

の一つ一つに教育的意義を十分に持たせ、児童の成長を促す
ことができますよう、学校と保護者・地域が連携して取り組
んでいきたいと思っております。よろしくお願いいたします。

考えを広げ、深めよう
始業式の「校長先生からの話」では、私から「２学期にさ

らに力をつけてほしい、伸ばしてほしいこと」ということに
ついて話しました。クイズ形式にして、全校児童参加型で楽
しく考えてもらうようにしました。私から出した問題は、
「『日』という字に、線を１本つけたすとどうなるか？」で
した。近くの人と話してよいこととし「目・田・白・旧・旦
・申・由・甲」と次々に答えが出てきました。答えが出尽く
し、他にはもう無いのか…と思ったときに杉本先生が手を挙
げ、「一日（ついたち）」という答えを出されました。「漢字
一文字とは書いてないので」というのが理由で、それを聞い
た周りの人たちは「あ～！」という反応でした。考え方が広
がり、とても楽しい時間になりました。
私がこの話をとおして児童に伝えたかったことは、「その

時間の学習課題に対して、１学期よりももっと自分の考えを
伝え、友達の考えを聞きながらよりよい答え（解決法）を自
分たちで導き出せるようになってほしい」ということです。
どの学級も、互いの考えを受け入れる支持的風土ができてい
ますので、２学期のさらなる力の伸びに期待しています。

始業式「校歌斉唱」の様子

近くの人と相談中

自分の考えを発表

学級目標達成に向けて！
始業式の日、早速、４月に自分たちの話合いで決めた学級目

標の達成に向けて、２学期の到達目標を考えている学級も多く
ありました。１学期の反省をじっくりと眺めながら、２学期の
目標を書いている姿が多く見られました。そんな真剣な姿を見
ながら、なんだか２学期が楽しみになってきました！


